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下が予想される (Nishino et al., 2011a)。その一方で、海洋循環の
強化との関連が示唆される渦の出現が観測されるようになり、
渦内部では周りよりも栄養塩が高く、植物プランクトン量も多










































































図1. 定点観測点での (a) 水温 [℃]、(b) 塩分、(c) Chl-a [μg/L]、(d) 淡水 (融氷水以外)の割合の時系列断面図． 
